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　コミュニケーションを図るうえで、
「言葉」は重要なツールの一つとして、
積極的な活用が期待されるところで
す。とくに、福祉・医療の職場にお
いては、使う言葉一つで利用者や患
者を不快な気分にさせたり、場合に
よっては生命や生活を脅かすことに
もなりかねませんので、状況に応じ
た適切な言葉選び、活用をしていく
ことが望まれます。
　しかし、いろいろな言葉は知って
いるものの、いざコミュニケーショ
ンの場面になると、「言葉が出てこな
い」、「思いをうまく言葉にできない」、
何とかしようと焦って、つい「同じ
言葉を何度も繰り返してしまう」、「思
いついた言葉をどんどん羅列してし
まう」、そんな経験がある方は多いと
思います。
　それで相手にうまく思いを伝えら
れればよいのですが、普段の生活で
使わないような極端に難しい言葉や、
くだけた子どもっぽい言葉ばかり使
っていると、自分が伝えたいことが
伝わらないばかりか、次第に相手に
不快な印象を与えてしまい、気づい
た時には信頼関係が悪化していると
いうこともあります。
　そうした状況に陥らないためにも、
コミュニケーションをとる相手との
関係や話の内容、その場の雰囲気な
どにあわせて、いくつもの言葉や表
現方法を上手に活用していくことが
できる「語彙力」を高めていく必要
があります。
　今回からは、自分らしいコミュニ
ケーションづくりに向け、豊かな語
彙力を身につけていくために必要な

事柄や活用の工夫について考えてい
きます。

＊　＊　＊　＊　＊
　「語彙」とは「言葉（語）の集まり（彙）」
という意味です。英語のボキャブラ
リーという言葉のほうが、馴染みが
あるという方もいらっしゃるかと思
います。
　日本語は他の言語と比べ語彙の量
が豊富だと言われています。日本古
来の和語に加え、漢語や外来語など
多様な言語により形成されてきた言
語であるということも、語彙量が多
くなった要因の一つといえます。ま
た、日本の文化や風習、気候風土の
もと育まれた、繊細かつ感性豊かな
日本人気質をより的確に表現するこ
とができるよう、細かいニュアンス
を表すことのできる語彙が多く存在
すると考えられます。
　語彙を自分自身の中にたくさん増
やすとともに、それを活用しながら、
表現の幅を広げていくことのできる
力を「語彙力」と呼んでいます。

＊　＊　＊　＊　＊
　語彙には「理解語彙」と「使用語彙」
の２つの種類があります（図）。
　理解語彙は「量」であるのに対し使
用語彙は「質」、その両方をバランスよ

く高めていくことで、コミュニケーシ
ョンの質が高まります。しかしなが
ら、理解語彙を増やそうと本を読ん
だり辞書を引いたりしても、なかな
か思うようにはいかないのが現実で
す。そんな時は、気になる言葉を見
つけたら、「同じような意味をもつ語

（類義語）」や「対をなす語（対義語）」
を集めてみることをお勧めします。
　類義語は意識して集めていくこと
で、同じ意味をもつ複数の語彙の候
補を得られるため、使用語彙として活
用する際には、説得力のある語彙を
選ぶことができるようになります。
また、対関係や否定の意味を持つ対
義語を集めることを意識すると、も
との言葉の意味をより深く理解する
ことにつながり、語彙の記憶が定着
しやすくなるといいます。
　使用語彙を増やしていくためには、
積極的にコミュニケーションの場面
で語彙を使うことが一番の近道なの
ですが、職場の仲間の前で失敗してし
まったらと戸惑う方もいらっしゃる
と思います。そんな時は、まずは相
手が発した会話の中から気になる語
彙を見つけ、自分のもつ理解語彙の
中から、言い換えられるものはない
かを考えるクセをつけてみましょう。
相手が信頼関係のある方なら、「今、
あなたが言った○○という言葉は、
△△や□□と同じ意味ですか」と確
認させてもらうなどすると、使用で
きる語彙の幅がより広がってきます。

＊　＊　＊　＊　＊
　次回は、実際のコミュニケーションの
場面をご紹介しながら、具体的な語彙
の活用方法について考えていきます。
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豊かな「語彙力（ごいりょく）」を
身に付ける①第38回
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理解語彙
　見たり聞いたりし
て、意味が分かる
（知っている）語彙

使用語彙
　自分が話したり書
いたりする際に使う
ことができる語彙
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